




















まとめ 

1.母体搬送を,円滑に実施するためには,NICU の整備した施設の,産科に対して,医師,コメ

ジカルの増員を要求する。産科のあり方をハイリスク紹介を原則とする。 

2.医療圏ごとに,既設の施設を選んで,周産期医療を整備する。 

3.周産期救急に対しての行政からの助成を,一般救急予算から分けるのでなく,母子救急

(周産期救急)として独立したもの,特に母体搬送受け入れについて要求する(特機,空床を

含む) 

4.施設整備費のみでなく,運営費の補助助成を要求する。 

5.周産期医療システム整備運営についての情報の交換を希望する。 

医療内容の他,施設整備,運営のあり方,補助助成などについて。 


